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発刊にさいして
国 立 極 地研 究 所 二.、一 ス発F|1にさ い して,一一.1ご挨 拶
申 しあ げ た い と思 い ます.
皆 様 方 は す で に ご承 知 の とお り,国17:極地 研 究 所 は 昨
年9月29Hを も っ て.従 来 南極 観 測 へ の協 力,そ の他 極
地 研 究 関 係 裳務 を担 当 して参 りま した国 立科 学 博物 館 極
地研 究 セ ン ター が 発 展的 に改 組 され,全 国 の大 学,研 究
所,そ の 他 の{亟地 研 究関 係 者 が 利用 で き る独 白:の共 同FrJ
用 研 究 機 関 と して 発 足 した もので あ り ます.ま た昭 和 培
地 も同 時 に1|こ式 に この研 究所 の附 属 施 設 とい うこ とに な
りま した.
この 研 究 所 は 従 来 どお り,南 極 観 測 実 施 の た め の中 核
機 関 と して,そ の 協 力,業 務 を引 き続 き担 当 しま す が.
同時 に み ずか ら極 地 に 見 られ る オー ロ ラそ の 他 の 超 高 層
物 理 現 象 の研 究,地 磁 気,気 象 そ の 他 の 地球 物 理 学的 研
究,ilヒ界 の氷 の大 部 分 を 占め る南 極 氷 床 の氷河 学 的 研 究,
低 温 環 境 の も とで 生 活 す る生 物 の研 究,南 極 の 大陸 の地














究 者そ の 他 の関 係 者'にお 知 らせ す る と と もに,皆 さん の
ご意 見 等 を掲 載 して関 係 者 相'1:の意 見交換 を密 に し,極
地 研 究 発 展 の一 助 と する た め,こ の 極 地研 二 、.一ス を発
刊す る こ とに致 しま した.
少 な い 頁 数で 完 全 な も の とは い え ませ ん が,皆 さん の
こ意:見を と り入 れ て で き る だけ よい も のに して ゆ く所 存
で ご ざい ます.
「1痒皆 仁rlσ)ご乞手2を‖易;j童「よ う才∫願1し・し・た し まづ..
1,}長永 川 武
国立極地研究所 「研究棟」





極 地 研 ニ ュ ー ス
7月14H待 望 の 太 陽 を再 び迎 え た 昭 和 基 地 は,長 い 冬
籠 を終 え,元 気 一 杯 で 来 るべ き春 の 活 躍 に 備 え て,全 員
観 測 に,設 営 に,忙 し く越 冬生 活 を続 け て い る.
6月 は晴 天 続 きで 穏 や か な 日が 多 く,太 陽 の な い 昭 和
基 地 で は,朝 焼 け 夕焼 け のtliで,戸外 の作 業 も太 陽 の あ
る な しに か か わ ら ず,同 じ様 に続 け て きた.
内 地 か ら また フ リマ ン トルか ら持 ち遊 ん だ 新鮮 な野 菜
も6月 に 品 切 れ と な り調 理 の 小 堺,金 山 両隊 員 は,野 菜
は ない が,そ れ を.|:回る味 覚,栄 養 そ して ボ リュ ーム の
あ る料 理 で隊 員 を満 足 させ る こ と うけ あ い で あ る.
大 変 な のは,み ずほ 観 測拠 点 の越 冬で あ る.し か し五
十 嵐,井 上,佐 藤 の3隊 員 は 元 気 で 観 測 を続 け,8月 下
旬 ま たは9月 半 ば 迄 に は 昭 和 基 地 に 帰 って く る予 定 で あ
る,9月 半 ば に は 昭 和 基 地 を 出発 す る予 定 の,サ ン ダー
コ ック調 査隊 は,渡 辺 隊 員 を リー ダー に,雪L車 の 整 備,
食 糧 の梱 包に 忙 し く準 備 に励 ん で い る.
7月 に入 り,昭 和 基 地 の天 候 は 悪 くな リプ リザ ー ドが
相 次 ぎ,待 望 の オ ー ロ ラは 不 作 の模 様 だっ た.天 気 が 悪
い なが ら,気 温 は 一37.2°まで 下 り,こ れ は 昭 和 基 地 再
開 以 来 の7月 に お け る最 低 記 録 で あ る.し か し21日に は
寒 さ の中 で ソフ トボ ー ル大 会 をや る等,越 冬 生 活 を堪 能
して い る様 子 で あ る.ま た環 境 科 学 の隊 員 は1.5mに も
な っ た池 の氷 を ボ ー リ ング して,サ ン プル を採 った り,
分 析 に 忙 しい 模 様 で あ る.6月 一 杯 で 池 の 水 が 使 用 で き
な くな っ たの で7月 か らは 週2同 位,全 員 で 氷 山 の氷 採















査を研究観測のlirc点項1ilとし,基地の定常観 測 と して


















ゃ,何 の未練も残 しゃせぬ』と思いきや,乗 組員をおく
りに来た一女性が,別 れがたさに退艦を拒否 し,導板の
上をかつぎ出されたというハプニングを残 し東京港をあ





豊かなエネルギーに恵 まれた西オース トラリヤ,石 油
危機何処吹 く風 といったフリマン トルでも,便乗値上げ
はいずこも同 じと見えて,「 ふ じ」は燃料補給に財布の
底をはたいて満タンとした.越 冬隊は日本 と較べれば格
安の生肉を冷蔵庫に満載 して南極行の準備は万端 ととの





えば別世界の便 りとききな が し,「ふ じ」は氷海に航路
一2一
極 地 研 二



































































しに心をはずませて い た矢先,「ふ じ」乗組員が氷山の
クレパスに転落 し若い生命 を一瞬に失 うカタス トロフィ
へとつき落された.送葬 ラッパの調べと弔銃の響が氷原
に低 く流れる甲,軍 艦旗におおわれた遺体は2日 タ刻,
氷上に葬 られた.
屍を越 え氷上輸送作戦は直に再開された.「ふじ」を離
れた2両 の雪上車は氷上ルー トを設定 し,時を同じくし











を利 して第2回 の氷上輸送が実施された.雪 上車が 「ふ
じ」を離れて二時間の後,突 如,舷 側の氷に亀裂が入っ






日には,船舩は基地か ら持ちかえった空 ドラムだけが う
ず高 くつまれていた.越冬観測の目玉商品である環境科



















早めて北上を開始 した.ク ック岬の測地 と採泥,新 南岩
の測地,ソ 連マラジ.ジナや基地訪問 と,西へ東へ大陸
沿岸海域を行動 した後,2月14[1深更66°32'S44°24'E

















観測拠点にも8月 には太陽が再来 した.実 り多い越冬観
















である.環境科学の調査は第15次,16次の2ケ 年 計 画













南極観測の目的,こ れまでの経過,現 状 と体制,あ るい
は昭和基地の様子,野 外行動のあり方や健康管理等につ
いての講義を聞き,午後はロープ訓練,消 火訓練,天 幕
















コ ッ ト隊 に よっ て発 見 さ れ,　Dry　Valley　と呼 ば れ る無
氷 雪 の谷 間 が あ る.こ の ドライ バ レー地 域 の調 査 は1960
年 頃 か ら特 に 盛 ん に な り,南 極 の 地 史 を探 るLで 極 め て
注 目 すぺ き報 告 が な され て い る,
わ が 国 の ドラ イバ レー地 域 の 研 究 に は1963{F末か ら地
球 化 学 者 を中 心 とす る一 団 が 参 加 を して お り,と くに ド
ラ イ バ レーに 点 在 す る塩 湖,淡 水 湖 な どの 研 究 が な され
て き た.こ の間 に,ド ラ イ バ レーの 成 因,さ らに 南 極 大
陸 の地 史 の解 明 には 現 地 で の ボ ー り ングが 必 要で あ る と
い う意 見が 高 ま って き た.そ の 具 体的 な 計 画 が 日 ・米 ・
ニ ュー ジー ラ ン ド3国 共 同 の 「ドラ イバ レー深 層 掘 削 計
画 」　(DVDP:　Dry　Valley　Drilling　Project)　で あ る.
わ が 国 は国 立極 地研 究 所,ア メ リカは 米 国 科 学 財 団 極 地
研 究 局,ニ ュー ジ ー ラ ン ドは南 極 局 が夫 々の 担 当政 府 機
関 とな って い る.1972/73年夏 に ロス 島 で の掘 削 が始 ま
り,来 年(1975年)2月 に 第3年 次 を もっ て終 了す る 予
定 で あ る.
わ が国 か らは 第2年 次 よ り現 地 調 査 に 参 加 し,米 国 の
掘 削 機 械,ニ ュー ジー ラ ン ドの掘 削 技 術 者 の 提 供 に 対 し,
研 究 器 材 の一 部 を わが 国 で も分 担 した.昨 年(1973/74)
は国 費 に よ り2名 が現 地 へ 派遣 さ れ,今 年(1974/75)は
4名 が 参 加 の 予 定 で あ る.現 地で は掘 削 に よ っ て得 られ
た コ アの 記 載,化 学 分析 な どが 中心 とな る.一 方,国 内
で は 今 まで 採 集 され た 試 料 の 研究 が 進 め られ て い る.こ
の よ うな 国際 的 な 研 究 を 進 め るた め,去 る5月29日 よ り
31日まで,米 国 シ ア トル市 に お い てセ ミナ ー が 開 か れ
た.わ が国 よ り10名が 出席 した(当 研 究 所 よ り永 田 武 所
長,楠 宏 教 授,中 井 信 之 客 員 助 教 授(名 大)が 参 加).
外国観測隊に参加 して
一英国南極観測隊の片鱗一
フ ォー ク ラ ン ドの ス タ ン レー 港 に は緋 色 に彩 られ た3
隻 の船 が 入 っ てい た.英 国 観 測 隊 の新 鋭 船 プ ラ ン ス フ イ
ー ル ド(6,000トン),ジ ョン ・ピ スコ ー(1,600トン),
それ に 英 国 海 軍 に 属 す る南 極 観 測 支 援 艦 エ ンデ ュ ア ラ ン
スで あ る.9月 末 か ら10月に か け て,つ ぎつ ぎに イ ギ リ
ス を離 れ た観 測 船 は,南 米 ウ ル グ ア イ の モ ンテ ビ デ オ を
経 て,南 極 半 島か ら ス コ シア海 へ かけ て散 在 す る7つ の
基 地 を巡 航 した り,海洋 観測 を実施 した りす る.そ して,
時 に,ス タ ン レーに 同 時入 港 し,観 測 隊 員 の乗 り替 え,
物 資 の積 み 替 え等 を行 な う.3月 に な る と,越 冬隊 員 を
最 終 目的 地 にお ろ し,越 冬終 了者 を収 容 し,5月 上 旬 英
国 に も ど る.例 えば,越 冬 隊 員 と して,サ ウ ス ジ 日一 ジ
アで 植 物 の調 査 を して き たAさ んは,比 較 研 究 のた め に,
シー ズ ン初 め にや っ て き た ジ.ン ・ピス コ ー に乗 っ て シ

















うのではない.む しろ,先 頭に立って海に潜 り,船の上
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極 地 研 二
学術会議はこれら南極地域観測によって得 られた資料の




























































































騨 、、野 欝 卑 τ嘩 艶 言二:囎|醤殊観 計1、④i







学,超 高層物理学,地 学,生 物学,工 学等について総
合的調査研究を行 う.
② 資料系は,4資 料部門11人で構成され,極 地に関す
る各種資料を収集,整 理,保 管 し,国内国外の研究者
に利用させ,研 究の推進に寄与するほか資料の管理に
あたる.





























雪 氷 学 研 究 部 門:極 地大陸の雪氷,極 海の海氷
に関する研究を行 う.




生 理 生 態 学 研 究 部 門:極 地に繁殖する動植物の生理
生態及び極海の生物の生理生
態について研究を行 う.
寒冷生物学 研 究 部 門※:寒冷下における人を含む生物
の生理及び微生物に関する研
究を行 う.





生 物 系 資 料 部 門:生理生態学,寒 冷生物学系に
属する資料の収集保管にあた
る.
非 生 物 系 資 料 部 門:地 球物理学,超 高層物理学,
雪氷学,地 学の各部門に属す
る資料の収集保管にあたる,
デ ー タ解 析 資 料 部 門:観 測データの解析と整理にあ
たる.













　 　 in　Antarctica,　by T.　Maki.
JARE　Data　RepOrts,
　 　 　 　 No.　21　(Seismology)
JARE　Data　RepOrts,
　 　 　 　 No.　22　(Ionosphere)
JARE　Data　Reports,
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宇宙空間の科学一
女 性 の チ ャー ミング ポ イ ン トで あ るほ くろ が,一 体 ど
こで,オ ー ロ ラ と結 び つ く とい うので あ ろ う.太 陽 面 上
で の 異 常現 象,例 え ば黒 点 に伴 う変 化 が,オ ー ロラや,
磁 気 嵐 の原 因 に な っ て い る とい うので あ る.著 者 の,こ
の 様 な意外 な 発想 が,全 体 を通 じて現 わ れ て お り,し か
もそ れ らが物 理 的 直 感 に結 び つ い てい る の で,大 変 イ メ
ー ジが つ か み や す くお も しろか っ た.宇 宙 空 間 の物 理 学
で あ る この本 に,女 神 が現 れ,恋 があ り,バ イ オ リ ンが
聞 こ え,ま ぐろが 網 に か か る話 が 出 て くる とい う具 合 で
あ っ た.黒 点,オ ー ロ ラ,磁 気 嵐,電 離 層 等 が,時 間 的
に も,空 間 的 に も,幅 広 く語 られ てい る とい うの も興味
深 か っ た.ま さ しく,ジ グ ゾ ーパ ズル を解 くよ うに 歴 史
を語 り,日 常 生 活 と の関 連 を語 る こ とに よ り,オ ー ロ ラ
を,磁 気 嵐 の実 体 を,解 いて み せ て くれ て,何 とな くわ
か っ た気 に さ せ る本 で あ る.
〔・J・口高 著NHKブ ック ス1974年日本 放 送 出版 協 会 発 行〕
.南 極 式積 極生 活
平 均 風 速40mも の ブ リザ ー ドが 吹 き す さみ,マ イ ナ ス
30度ぐ らいは しば しば で あ る とい う,酷 寒 の,き び しい
自然 か ら くる イ メー ジ とは対 照 的 な本 で あ っ た.白 い大
陸 が,意外 と白 くな く,黄 色 で あ り,紫 色 に 見 え て くる.
そ こ に,生 き て い る人 間 が い る とい う印 で あ ろ うか.だ
か ら,語 られ て い る こ とは,飲 み 水 の こ とで あ り,食 物
の こ とで あ り,大 便 小 便 の こ とで あ った.　El記に 書 か れ
てい る こ とは,今 日は どれ だ け 進 ん だ か とい うこ と と,
何 を,い か に して食 べ た か とい う こ とな の だ,南 極 とい
う,文 字 通 り極 地 に 置 か れ た 人 間 が,む しろ積 極 的 に生
き よ う と して い るの が 淡 々 と書 か れ て お り,冗 漫 な 感 じ
も一 部 に あ るが,正 に 体験 談 で あ り,実 感 が 出 て い て 興
黙 濃 ㌃ら諜 ㌶ ζ驚 」套:,霊●







昭 和 基 地 の レイ バ ン ト型 オ ロ ー ラ,.ドの灯 は 基 地
南極や北極などの高緯度地方の空をいうどるオーロラ





どの色や,帯 状,弓 状,線 状,火 炎状などさまざまな形
を示す.そ の現われる高 さの下限は地上か ら100㎞くら















オーロラの形は線状や一様な構造を した も のが帯状
に,あ るいは幕状にひろがる.特 に線状の形のオーロラ
の場合,そ の線の方向は,そ の場の磁力線の方向と一致
する.こ の形のオーロラが頭上に現われると火炎状(コ
ロナ)と なる.色は黄や緑がおもであるが,活 動がはげ
しい時には赤味がかった紫色を呈することもある.紫 色
のコロナ型オーロラはあらゆる自然現象の中で最も美 し
いものである.
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